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催 =
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公
財
）石
川
県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団
　
後
援 = 

北
國
新
聞
社

邦
楽
と
舞
踊
の
会

日
本
の
美
音
楽
堂 



雅
楽
楽
器
の
箏（
十
三
絃
の
琴
）に
手
が
加
え
ら

れ
、
江
戸
時
代
初
期
に
民
間
楽
器
と
し
て
盛
ん
に
演

奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
現
代
の「
お
こ
と
」の

始
原
で
す
。
作
曲
も
演
奏
も
当
初
は
上
方（
京
・
大

坂
）が
中
心
で
し
た
が
、
美
声
で
人
気
を
博
し
た
名

人
・
山
田
検
校（
一
七
五
七
〜
一
八
一
七
年
）に
よ
っ

て
初
め
て「
江
戸
の
箏
曲
」が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
金

春
禅
竹
の
能〈
小
督
〉に
基
づ
く
大
曲〈
小
督
曲
〉は
そ

の
代
表
作
で
す
。

平
安
時
代
末
期
。
高
倉
天
皇
に
愛
さ
れ
た
美
女
・

小
督
は
、
平
清
盛
に
よ
っ
て
宮
廷
を
追
わ
れ
嵯
峨
野

に
遠
ざ
け
ら
れ
ま
す
が
、
帝
は
近
臣
・
源
仲
国
を
派

遣
し
て
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
伝
え
ま
す
。

当
代
山
勢
松
韻
は
、
文
化
勲
章
受
章
・
日
本
芸
術

院
会
員
・
人
間
国
宝
。
伝
統
芸
能
界
の
頂
点
に
立
つ

唯
一
無
二
の
名
手
の
名
技
を
ご
堪
能
下
さ
い
。
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実
は
茨
木
童
子

江
戸
時
代
中
期
に
名
古
屋
で
活
躍
し
た
盲
人
演

奏
家
・
藤
尾
勾
当
は
能
に
取
材
し
た
地
歌（
三
味

線
歌
曲
）の
名
曲
を
幾
つ
か
残
し
ま
し
た
。
金
春

禅
竹
の
能〈
松
虫
〉末
尾
の
詞
章
を
採
っ
た
名
曲
が

〈
虫
の
音
〉。
親
し
い
友
の
亡
き
あ
と
、
秋
の
野
に

鳴
く
松
虫
の
声
に
故
人
を
偲
ぶ
、
含
蓄
深
い
曲
趣

で
す
。

祇
園
町
の
舞
妓
・
芸
妓
に
限
っ
て
伝
習
さ
れ

る
、
日
本
舞
踊
の
中
で
も
極
め
て
特
異
な
流
派
・

井
上
流
は
、
能
の
技
法
に
基
づ
く
厳
格
な
様
式
性

に
特
長
が
あ
り
ま
す
。
地
歌
の
原
曲
を
そ
の
ま
ま

活
か
し
た
京
舞〈
虫
の
音
〉は
、
三
世
井
上
八
千
代

ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
古
い
振
リ
を
四
世（
一
九
〇

五
〜
二
〇
〇
四
年
）が
改
作
し
、
和
服
着
流
し
の

素
の
姿
で
深
い
味
わ
い
を
見
せ
る
傑
作
に
昇
華
さ

せ
ま
し
た
。
名
人
・
四
世
の
孫
と
し
て
衣
鉢
を
継

ぐ
当
代
五
世
八
千
代
が
、
祇
園
甲
部
芸
妓
連
中
の

演
奏
に
よ
り
名
作
の
骨
法
を
示
し
ま
す
。井上 八千代

INOUE YACHIYO

古
曲
に
基
づ
き
明
治
二
年（
一
八
六
九
年
）、
三
世
杵
屋

勘
五
郎
の
作
曲
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
長
唄〈
綱
館
〉を
元
曲

と
し
て
、
同
十
六
年（
一
八
八
三
年
）五
世
尾
上
菊
五
郎
に

よ
っ
て
改
作
・
舞
踊
化
さ
れ
た
も
の
が
新
古
演
劇
十
種
の

内〈
茨
木
〉。
以
来
、
音
羽
屋
の
家
の
芸
と
し
て
歌
舞
伎
の

舞
台
に
し
ば
し
ば
出
さ
れ
ま
す
。
二
場
物
の
能
の
形
式
に

則
る〈
茨
木
〉に
対
し
、
本
日
の〈
綱
館
〉は
一
場
物
の
形
式

で
登
場
人
物
も
絞
ら
れ
、
よ
り
濃
密
な
表
現
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

都
・
羅
生
門
の
鬼
の
片
腕
を
切
り
勇
名
を
馳
せ
た
渡
辺

綱
は
、
陰
陽
師
・
安
倍
晴
明
の
占
い
に
よ
っ
て
祟
り
を
避

け
る
べ
く
七
日
間
の
物
忌
を
続
け
ま
す
。
そ
の
最
終
日
に

訪
れ
た
、
摂
津
国
・
茨
木
に
住
む
伯
母
・
真
柴
は
、
実
は

鬼
が
化
け
た
ニ
セ
モ
ノ
で
し
た
…
…
。

今
回
の〈
綱
館
〉の
振
付
は
名
匠
・
二
世 

花
柳
壽
楽（
一

九
一
八
〜
二
〇
〇
七
年
）。
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
当
代
花

柳
寿
楽
と
花
柳
基
が
、
名
曲
に
挑
み
ま
す
。

石
川
県
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音
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邦
楽
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幹
　
村
上 

湛

身
体
の
所
作
、
邦
楽
の
響
き
、
そ
し
て
舞
台
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
。
そ
の
す
べ
て
が
一
つ
と
な
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
美
の
結
晶
、
そ
れ
が
日
本
の
伝
統
芸
能
で
す
。

今
年
も
、
当
代
を
代
表
す
る
立
方
と
演
奏
家
が
一
堂
に
会
し
、
選
び
抜
か
れ
た
珠
玉
の
演
目
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
流
の
芸
が
響
き
合
い
、
織
り
な
す
至
高
の
舞
台
。
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
美
の
精
髄
に
出
逢
う
至

福
の
ひ
と
と
き
を
、
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

世
阿
弥
の
能〈
江
口
〉に
基
づ
く
長
唄〈
時
雨
西
行
〉は
鑑
賞
用
の「
お

座
敷
長
唄
」と
し
て
制
作
さ
れ
た
名
曲
で
す
。
元
治
元
年（
一
八
六
四

年
）初
演
。
作
詞
・
河
竹
其
水（
後
の
黙
阿
弥
）。
作
曲
・
二
世
杵
屋
勝

三
郎
。

摂
津
国
・
江
口
の
里
の
遊
女
の
家
に
雨
宿
り
を
願
っ
た
西
行
法
師
は

断
ら
れ
ま
す
が
、
遊
女
・
江
口
の
君
は
、
実
は
普
賢
菩
薩
の
化
身
で
し

た
。
こ
の
世
の
無
常
の
さ
ま
を
語
り
舞
い
、
光
り
輝
く
仏
体
と
な
っ
て

西
方
極
楽
浄
土
に
消
え
去
り
ま
す
。

名
曲
ゆ
え
に
後
に
振
付
が
施
さ
れ
、
舞
踊
会
で
し
ば
し
ば
出
さ
れ
ま

す
。
戦
後
最
高
の
名
優
・
六
世
中
村
歌
右
衛
門
の
江
口
の
君
、
二
世
藤

間
勘
祖（
六
世
勘
十

郎
・
一
九
〇
〇
〜
九

〇
年
）の
西
行
法
師

に
よ
る
名
演
が
伝
説

と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
日
は
二
世
勘

祖
の
愛
孫
・
当
代
勘

十
郎
の
胸
を
借

り
、
藤
間
宗
家
の
門

弟
で
金
沢
在
住
の
三

代
目
藤
間
勘
寿
々

が
、
と
も
に
初
役
で

勤
め
ま
す
。

こ

ご
う

の

き
ょ
く

つ
な

や
か
た

し
ぐ
れ

さ
い

ぎ
ょ
う

む
し

ね

二
世 

花
柳
壽
楽 

振
付


